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40分解説 熱中症の基本

ーお話の内容ー

1. 本邦の熱中症の特徴〔東北地方含む〕

2. 応急処置から知る熱中症の重症度

3. 2つの熱中症：違いを知る

4. 熱中症の予防 HEAT

5. 熱中症の応急処置 FIRE

&



総務省消防庁による熱中症の救急車搬送数（2008年～2023年）





搬送時点での診断・重症度判断





0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

90歳以上
80-89歳
65-79歳
24-64歳
19-23歳
16-18歳
13-15歳
7-12歳
0-6歳

【匿名レセプト情報】

年齢層別受診者数（2010-2020年）
厚生労働省提供



70,704

114,263

76,758

87,507

133,384

233,015

141,631

122,255

9,216
16,046

10,202 9,671
52 97 69 860

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2017 2018 2019 2020

70歳未満受診者数の推移

(2017-2020)

外来のみ 外来+点滴 入院 死亡（第2軸）

30,849

44,231
34,488

39,552

87,475

138,612

93,536 92,182

17,263

31,751
22,804 23,492

350 721 539 5650

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2017 2018 2019 2020

70歳以上受診者数の推移
(2017-2020)

外来のみ 外来+点滴 入院 死亡（第2軸）



0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

死
者
数
」

症
例
数

2012-20年6-9月の上中下旬毎

2012-20年6-9月の上中下旬毎の症例数：熱中症レセプト

データ
外来のみ

外来+点
滴
入院



133 130 99 147 207 
599 

1,041 
559 665 407 179 42 

539 735 466 453 509 

1,715 

3,169 

2,260 
2,958 

1,509 
697 

124 

3,104 

4,021 
3,324 

2,916 
2,539 

8,118 

15,410 

13,579 

14,688 

6,601 

3,975 

971 
358 400 401 318 359 

1,129 
1,854 1,502 1,766 

977 
452 95 

1,172 1,272 
1,667 

1,109 1,195 

3,830 

5,516 
5,062 

5,716 

2,481 
1,833 

450 

1,753 1,951 
2,625 

1,952 2,217 

5,597 

7,643 

5,964 

7,662 

3,523 

2,174 

555 809 997 1,104 871 989 

2,707 
3,569 

2,923 
3,795 

1,905 
1,161 

272 
971 1,186 1,477 

1,106 1,272 

3,363 

4,734 

3,746 
4,532 

1,718 1,399 

386 235 385 418 377 566 
1,239 1,225 1,166 1,333 

526 541 184 0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

6月上旬 6月中旬 6月下旬 ７月上旬 ７月中旬 ７月下旬 ８月上旬 ８月中旬 ８月下旬 ９月上旬 ９月中旬 ９月下旬

地域別熱中症受診者数

10日毎(2019＋2020)

北海道 東北 関東甲信 北陸 東海 近畿 中国 九州北部 九州南部



重症＝入院＋死亡／全受診者数
赤：平均より高い 黄色：平均 緑：平均より低い

10日毎の地域別重症の全体に占める割合
2012‐18匿名レセプト情報（7年分）

上中下旬6月上旬 6月中旬 6月下旬 ７月上旬７月中旬７月下旬８月上旬８月中旬８月下旬９月上旬９月中旬９月下旬

月日 6/01-09 6/10-19 6/20-30 7/01-09 7/10-19 7/20-31 8/01-09 8/10-１
9 8/20-31 9/01-09 9/10-19 9/20-30

地域 北海道 0.135 0.113 0.139 0.132 0.119 0.120 0.118 0.121 0.100 0.095 0.083 0.101 
東北 0.076 0.079 0.082 0.091 0.088 0.092 0.095 0.107 0.076 0.067 0.072 0.078 
関東甲信 0.058 0.063 0.074 0.089 0.097 0.091 0.087 0.108 0.078 0.067 0.065 0.063 
北陸 0.075 0.072 0.070 0.089 0.099 0.094 0.096 0.110 0.081 0.064 0.068 0.082 
東海 0.043 0.047 0.044 0.058 0.067 0.064 0.064 0.078 0.053 0.042 0.042 0.049 
近畿 0.048 0.052 0.055 0.064 0.074 0.072 0.071 0.089 0.059 0.055 0.048 0.045 
中国 0.071 0.073 0.070 0.085 0.089 0.085 0.081 0.105 0.073 0.067 0.067 0.077 
九州北部 0.073 0.075 0.077 0.091 0.096 0.093 0.090 0.111 0.083 0.073 0.074 0.077 
九州南部 0.071 0.064 0.070 0.085 0.080 0.084 0.079 0.090 0.078 0.071 0.066 0.062 
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熱中症による死亡者数
（平成6年1994年～令和4年2022年）

厚生労働省人口動態統計より
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労作性熱中症 非労作性（古典的）熱中症

年齢 若年～中年 高齢者

性差 圧倒的に男性 男女差なし

発生場所 屋外、炎天下 屋内（熱波で急増）

発症までの時間 数時間以内で急激発症 数日以上かかって徐々に悪化

筋肉運動 あり なし

基礎疾患 なし（健康） あり（心疾患、糖尿病、脳卒中後遺症、
精神疾患、認知症など）

予後 良好 不良

労作性熱中症と非労作性（古典的）熱中症の比較比 較



①外環境

②血液量

③心機能

④筋肉運動

熱中症の病態と



日本救急医学会熱中症分類2015

熱射病入院加療（場合に
より集中治療）が必
要

→体温管理

（体表冷却に加え
体内冷却、血管内
冷却などを追加）

呼吸、循環管理

DIC治療

下記の３つのうちいずれかを含む

（C）中枢神経症状 （意識障害
JCS≧2、小脳症状、痙攣発作）

（H/K）肝・腎機能障害 （入院経過

観察、入院加療が必要な程度の
肝または腎障害）

（D）血液凝固異常 （急性期DIC診
断基準（日本救急医学会）にてDIC
と診断）⇒Ⅲ度の中でも重症型

Ⅲ度
(入院加療)

熱疲労医療機関での診察
が必要→体温管理

、安静、十分な水
分とNaの補給（経

口摂取が困難なと
きには点滴にて）

頭痛、嘔吐、

倦怠感、虚脱感、

集中力や判断力の低下

（JCS≦１）

Ⅱ度
(医療機関へ)

熱けいれん

熱失神

通常は現場で対応
可能

→冷所での安静、

体表冷却、経口的
に水分とNaの補給

めまい、立ちくらみ、生あくび

大量の発汗

筋肉痛,筋肉の硬直（こむら返り）

意識障害を認めない(JCS=0）

Ⅰ度
(応急処置と見守り)

臨床症状
からの

分類

治療重
症
度

症状

Ⅰ度の症状が徐々に改善
している場合のみ、現場の
応急処置と見守りでOK

Ⅱ度の症状が出現したり、
Ⅰ度に改善が見られない
場合、すぐ病院へ搬送する
（周囲の人が判断)

Ⅲ度か否かは救急隊員や、
病院到着後の診察･検査に
より診断される



応急処置をしながら
重症度を知る
CHECKのポイント4つ
①まず“熱中症”ではないか
と疑う

②声を掛ける

③水分を摂ってもらう

④しばらく見守って回復を
確認する





重症化と予後に影響する因子

高齢

血圧＜90mmHg 

意識レベル300/JCS

代謝性アシドーシス

体温＞40℃

熱中症弱者

施設入所

糖尿病･心疾患

悪性疾患

精神疾患

社会的孤立

経済的困窮者

ホームレス

乳幼児、肥満



Health Care
• 三度の食事

• 毎日の体温・血圧・心拍数・体重の測定

Environment
• 涼しい生活環境

• 周囲の人達と交流できる毎日

Alert
• 熱中症警戒アラートに注意

• 天気予報やニュースを毎日チェック

Treatment
• 高血圧、心不全、糖尿病、腎臓病など持病の管理

• 掛かりつけの先生の話を聞いて持病をシッカリ治療

予
防
に
努
め
る



F:Fluid水分を摂ってもらう

I：Icing全身冷却

R:Rest休憩・安静

E:Emergency助けを呼ぶ

応
急
処
置
を
知
る
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